算定基準を所得税から市民税所得割とした事による保育料の変遷
※平成28年度、藤枝市保育料算定基準による
	
	所得税（旧基準）
	
	市民税所得割（新基準）

	年収
	（3歳以上児）
	（3歳未満児）
	
	（3歳以上児）
	（3歳未満児）

	夫700万妻500万
	31000円
	60000円
	
	40000円
	72000円

	夫700万妻400万
	31000円
	60000円
	
	40000円
	72000円

	夫600万妻500万
	30000円
	57000円
	
	31000円
	60000円

	夫600万妻400万
	30000円
	57000円
	
	31000円
	60000円

	夫500万妻400万
	30000円
	57000円
	
	30000円
	56000円

	夫400万妻300万
	29000円
	51000円
	
	28000円
	42000円


所得から控除は、基礎控除（国税38万円、地方税33万円）+その他の控除（社会保険控除、寄付金控除などは、夫婦それぞれの所得の
1割をその他控除合計の金額として課税標準額を計算した）

[bookmark: _GoBack]高すぎる国基準保育料に対する差額補填状況
	
	市民税所得割額
	国基準額
	藤枝市保育料額
	差額補填額
	階層別割合

	D9
	397000円以上
	104000円
	72000円
	32000円
	1・95％

	D8
	397000円未満
	80000円
	60000円
	20000円
	3・24％

	D7
	301000円未満
	61000円
	56000円
	5000円
	7・13%

	D4
	169000円未満
	44500円
	42000円
	2500円
	16・47%

	D3
	※133500円未満
	44500円
	36000円
	8500円
	20・23％

	D2
	97000円未満
	30000円
	29000円
	1000円
	12・45％

	C
	48600円未満
	19500円
	17000円
	2500円
	4・41％


※保育料、階層別割合とも3歳未満児の3号認定（11時間保育）
※所得割133500円未満は、市独自で設置した階層
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